
　
現
在
、
市
町
村
合
併
が
全
国
的
に
進
む
中
、
姉
妹

都
市
で
も
あ
る
長
野
県
木
曽
郡
山
口
村
の
閉
村
式
典

が
２
月
８
日
、
山
口
村
村
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
田
中
長
野
県
知
事
を
は
じ
め
多
く
の
関
係

者
と
と
も
に
、
私
も
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
山
口
村
の
加
藤
村
長
が
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
言
葉

で
言
い
尽
く
せ
な
い
寂
し
さ
が
こ
み
上
げ
て
く
る
。

あ
り
が
と
う
長
野
県
、
さ
よ
う
な
ら
山
口
村
」
と
述

べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
将
来
の
村
の
行
く
末
を
考

え
た
時
、
越
県
合
併
と
い
う
苦
渋
の
選
択
を
さ
れ
た

こ
と
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
自
治
体
が
従
来
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
大
胆
な

発
想
で
将
来
を
確
保
す
る
と
い
う
必
要
性
を
実
感
い

た
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
本
町
の
財
政
状
況
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

町
税
収
入
の
減
収
な
ど
一
層
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て

お
り
、
将
来
の
財
政
収
支
状
況
を
見
定
め
計
画
的
な

財
政
運
営
の
指
針
と
な
る
「
財
政
健
全
化
計
画
」
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、
第
３
次
行
政
改
革
を
積
極
的

に
進
め
、
こ
の
難
局
を
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
も
と
乗
り
越
え
て
い
く
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

既
に
、
行
政
改
革
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
人
件
費

の
削
減
、
前
例
や
慣
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
事
務
事
業

の
見
直
し
を
行
い
、
経
常
経
費
の
抑
制
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
さ
ら
に
、
人
件
費
の
削
減

に
向
け
た
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
で
あ
り
、
図
書

館
・
運
動
公
園
の
公
共
施
設
や
保
育
園
・
幼
稚
園
な

ど
の
運
営
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
総
職
員
数
の
削

減
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
事
務
事
業
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い

て
今
後
の
事
業
展
望
や
将
来
の
財
政
負
担
・
効
率
性

を
考
え
事
業
の
更
な
る
検
証
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
補
助
金
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
既
存
の
補

助
事
業
に
つ
い
て
は
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
と
し
、
新
た
な
認

定
・
交
付
基
準
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
制
度
を
再

構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
収
入
面
に
お
き
ま
し
て
も
、
使
用
料
や
利

用
料
な
ど
に
つ
い
て
適
正
な
受
益
者
負
担
を
検
討
し

歳
入
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
財
政
を
取
り
巻
く
非
常
に
厳
し
い

環
境
の
中
、
複
雑
・
多
様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
に
柔

軟
か
つ
的
確
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
職
員
の

意
識
改
革
や
資
質
の
向
上
が
よ
り
一
層
重
要
で
あ
る

と
考
え
、
政
策
立
案
や
課
題
解
決
な
ど
の
能
力
向
上

に
向
け
た
研
修
を
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
人
事

評
価
制
度
に
よ
り
職
員
個
々
の
業
績
及
び
能
力
を
評

価
し
人
材
の
育
成
や
組
織
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

総
合
計
画
の
「
前
期
基
本
計
画
」
や
「
ま
ち
づ
く
り

基
本
計
画
」
を
策
定
す
る
大
変
重
要
な
年
度
で
あ
り
、

ま
た
、
大
磯
港
を
拠
点
と
し
た
「
み
な
と
ま
ち
づ
く

り
」
、
「
旧
野
村
研
修
所
跡
地
の
活
用
」
、
「
防
災

対
策
」
な
ど
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
大
き

な
事
業
や
重
要
な
課
題
も
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

事
業
を
迅
速
に
対
応
で
き
る
組
織
体
制
の
整
備
を
図

り
、
町
民
の
皆
様
や
関
係
機
関
な
ど
と
の
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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　三澤町長は、3月1日の町議会本会議において「施政方針」
演説を行い、平成１７年度の町政運営の基本的な考え方として、
第三次総合計画に基づく各種施策を進めていくとともに、厳
しい財政状況のなか、引き続き、行財政改革に積極的に取り
組み財政健全化に努め、町民・事業者・行政が一体となり、
まちづくりを行う考えを示しました。
　なお、「施設方針」の全文については、町民情報コーナー、
ホームページで閲覧できます。

◎問い合わせ　企画室　　内線229

町
政
運
営
の
方
針

町
政
運
営
の
方
針
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平成１７年度の主な事業

「紺碧の海に緑の映える住みよい大磯」の実現のために
町の指針である、第三次総合計画（平成8年度～平成17年度）の5つの施策の大綱に基づき、

平成17年度の主な事業を分類し、紹介します。

健康で安心してくらせるふれあいのまち

地域防災計画改訂事業 3,000千円
救急救命士養成事業 3,042千円
消防緊急通信指令装置借上事業 33,504千円
消防専用無線設備改修事業 6,000千円
除細動器用訓練器購入事業 210千円
精神保健福祉相談員雇用事業 1,144千円
障害者医療費助成事業（新：精神障害者） 111,730千円
障害者支援費支給事業 231,418千円
大磯町戦没者追悼事業 1,122千円
町営住宅建替事業 5,200千円
敬老事業（敬老祝金） 13,281千円
高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定 1,828千円
老人福祉施設整備費補助事業 1,000千円
放課後児童健全育成事業 8,314千円
子育て支援センター開設 7,969千円
児童手当・児童扶養手当事業 106,541千円
小児医療費助成事業 38,704千円

救急医療事業 20,238千円
国民健康保険事業特別会計繰出金 250,471千円
老人保健特別会計繰出金 207,851千円
介護保険事業特別会計繰出金 287,373千円
人権・同和対策事業 3,947千円
姉妹都市国際交流事業 360千円
男女共同参画推進事業 415千円
消費生活相談窓口統合事業 1,056千円
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新

豊かな自然と歴史が調和した風格あるまち

生活交通確保対策事業 12,442千円
町道等整備事業（７件） 37,368千円
狭あい道路整備事業 88,496千円
まちづくり基本計画策定事業 2,000千円
公共下水道整備事業 972,377千円
下水道事業特別会計繰出金 473,235千円
旧野村研修所跡地の活用検討 1,300千円
みどり基金積立事業 1,036千円
大磯港再整備事務事業 165千円
景観づくり事業 351千円
ごみ処理事業 482,675千円
ごみ分別・減量化推進事業 2,882千円
し尿処理事業 89,694千円

2

新

生産性豊かな活力あるまち

商工業活性化対策事業 3,772千円
勤労者金融対策・生活資金預託事業 30,000千円
中小企業金融対策資金預託事業 30,000千円
町観光協会補助金 15,694千円
鴫立庵改修事業 2,300千円
町営照ヶ崎プール施設改修事業 3,000千円
農道等整備事業（１件） 12,210千円
市民農園事業（生きがい農園と統合） 197千円
畜産振興事業 1,512千円
漁業振興事業 695千円

4

新
新

町民参加で発展するまち

高度情報化推進事業 4,431千円
町議会放映委託料 1,418千円
電子計算機維持借上事業 53,532千円
電子入札システム導入事業 3,396千円

5

新

心豊かな教育と香り高い文化をはぐくむまち

文化祭開催事業 2,291千円
文化推進事業（こゆるぎコンサート） 207千円
町史編さん事業（「資料編近現代３」発刊） 11,183千円
部活動地域指導者講師謝金 775千円
大磯中学校１・２号館耐震・改修事業 206,387千円
OISOチャレンジフェスティバル２００５事業 1,500千円

3

新

大磯中学校２号館

子育て支援センター


